
1 

 

令和６年度 第３回 県居小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和６年１０月１日（火） １０時２０分から１１時３０分まで 

２ 開 催 場 所  県居小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  早川大介、本多正明、山田勝夫、中村惠美子、池田誠子、中西洋一郎、 

稲垣美世子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学校支援コーディネーター  中根理恵 

６ 学 校  鈴木彰一（校長）、上村仁美（教頭）、中西啓介（教務主任）、 

坂口千佳（ＣＳディレクター） 

７ 教育総務課  鈴木陽子 

８ 傍  聴  者  なし 

９ 会議録作成者 ＣＳディレクター 坂口千佳 

 

10 協議事項   

(1) 学校改善案についての説明 

(2) 全体熟議 

 

11 会議記録 

  司会の早川委員から、委員総数７人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が

成立している旨の報告があった。 

また、司会から、議長には本多委員を推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこ

れを承認した。 

 

(1) 学校改善案についての説明 

議長の指示により、中西教務主任から、別紙資料に基づき学校改善案についての説明及び、

６年生を対象の行った全国学力調査の結果報告があった。 

 

(2)全体熟議 

   中西教務主任から説明のあった学校改善案について、委員からは次の意見があった。 

・ＩＣＴの活用の部分では、子供たちは比較的すぐにクロムブックを使いこなす事ができると思うが、

教える先生方の能力によって、差が出てきてしまうのではないか。（本多委員） 

→実際、ＩＣＴが得意な先生とそうでない先生ではＩＣＴ使用の差が出ている。しかし、その差を埋

めるために、放課後、活用の仕方を学ぶ研修を積極的に行っており、浜松市の教育委員会のＩ

ＣＴ研修にも本校の職員は積極的に参加している。（中西教務主任） 

・ＩＣＴ活用が進むと読書をする機会が減ってしまうのではないか。難しい問題だが、分けて目標を

付けるなどして整理していかないといけない。（本多委員） 

・ＩＣＴ活用が進んでいくのは良い事だが、子供達が考えることをしなくなってしまうのではと心配で

ある。（中西委員） 
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・「相手を意識した伝える力・聞く力」は、人間関係に一番大事な力だと感じる。対策に授業研究

を行うとあるが、全学級で行うのか。（中村委員） 

→全学級で行う。授業研究では、本校の研修のテーマ「話す、聞く」事に重点を置いているので、

友達との関わりが必要なペア学習・グループ学習が組み込まれている。校内研修の一環であり、

全教員が１時間ずつ授業を行い、職員同士が見合って意見を出し合っている。（中西教務主

任） 

・家庭では、子供から「～して嫌だった」という否定的な言葉を多く聞くが、「～して良かった。褒め

られた」という意見を多く聞けたら嬉しい。（稲垣委員） 

→教員が子供たちの姿を見て、言葉で褒めていくことが大事だと感じた。出来ていないところを指

導するだけでなく、出来ているところをしっかりと認めていくことを心掛けて日頃から生活していき

たい。（中西教務主任） 

・「積極的な情報発信」のところであるが、今までこの協議会で話合われたＩＣＴの授業内容や、先

生方の研修の件は誰も知らないと思う。もっとブログを活用して、保護者や地域の方に発信して

いけば、情報が周知され、色々な問題も良い方向に流れていくのではと感じた。特に学校の取り

組みや、良い日々の出来事などを積極的に発信してほしい。（早川委員） 

→ブログの内容に関して、今は各学年の行った事を伝える内容が多いが、これからは色々な事

を知っていただく手段としてブログを積極的に活用していきたい。（中西教務主任） 

 

12 報告 

① 県居小サポーターの活動報告 

学校支援コーディネーターの稲垣委員より、９月はすみたんクラスのミシン補助、１０月は４年

生の茶道教室の補助の予定があり、11 月１２月は、２年生の町探検や音楽会の楽器運搬の

ボランティアを募集する予定であるとの報告があった。 

 また、同じく学校支援コーディネーターの中根さんより図書の読み聞かせボランティアは、２

学期に計１６回実施、環境ボランティアは７回実施予定であり、１０月末からの和歌提示作業

も行う予定。また、お話メロディーさんの活動は、１２月１１日にクリスマス会を予定している旨

の報告があった。 

 

② 令和７年度に向けて 

県居小サポーターの課題がいくつか考えられている。新メンバーの募集方法と、メンバーへ

の連絡方法などの先生方の負担軽減である。募集方法は何か良いご意見があれば教えて欲

しい。また、現在のさくら連絡網を使っての連絡は、学校から配信しなければいけないので、さく

ら連絡網ではなく、ボランティアでいつくかのグループを作り、代表者に連絡するような仕組み

を考えている。 

 

13 連絡 

司会から、次回会議は、令和７年２月１８日（火）午前１０時２０分から県居小学校で開催予定

である旨の報告があった。 

 


